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『百科全書』研究の現在
一回顧と展望－

鷲見洋一

Diderot、 D’Alembert のフランス『百科全書』は、まともな研究をしよう

とすると、さまざまな困難に逢着する。本論は、研究者が現在直面するそ

の困難についての記述それ自体を目的とする。紙数の関係で、問題点をカ

テゴリー別に列挙するに留めよう。

I 原典資料

困難の第一は、『百科全書』のパリ版原書がなかなか入手しにくいとい

う古書事情である。慶鷹義塾大学三田図書館収蔵の原書は、 25 年ほど前

の購入物件であるが、その頃から稀親書としてすこぶる高価であった状況

は今とまったく変わらない。

次に、たとえ原書を入手できたとしても、補巻や索引まで含めると、大

型フォリオ版で 35 冊という規模の大きさがある。百科事典である以上、

膨大な数の項目があり、多岐にわたる主題の広がりは目も肢むばかりであ

る 1。事典は共同制作であるから、単一の作品と違って項目執筆者の同定

が難しく、典拠となる資料が必ずしも調べ尽くせない 20

それから、 Diderot、 D’Alembert によるパリ初版と呼ばれるものにも、実

は初刷り以外にいくつかの刷りがあり、また少し遅れてスイスやイタリア

で刊行されたパリ版そっくりの刊本もあるので、日本でも外国でも、初版

と称する別物を所蔵している研究所や大学が少なくない。要するに、信頼
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できる刊本がさらに希少なのである。現在流通しているリプリント版や電

子テクスト版も、これまたまったく信用がおけず、手元に正真正銘の初版

初刷りを備えていない研究者は、『百科全書』について実証的・書誌学的

な研究を行うことを初めから禁じられているに等しい。

II 先行基礎研究3

『百科全書J の研究史を概括してみると、まずは Jacques Proust や John

Lough に代表される、すでに古典と呼ばれるべき研究業績がある 4。また、

この両大家の成果以前に、基礎研究として注目される業績を挙げた若干の

先達については、すでに逸見龍雄氏が詳説しているので、ここでは触れな

し） 50 

上記二者にすぐ続く形で、 Richard N.Schwab と Walter E.Rex らによる、

『百科全書』研究史上初めての、パリ版初版本に関する詳細をきわめた書

誌記述大成が刊行された 6。現在なお、この 7 巻に及ぶ異本、異文との比

較照合の浩i翰な成果を参着していない研究者は、目の前にある『百科全書J

のオリジナル版本が、はたして信用のおけるものであるかどうかがまった

く判断できないことになっている。さらに、 Frank A.Kafker による『百科

全書J 協力者に関する労作が日の目を見た 7。『百科全書』項目執筆者 138

名を中心に調査を進めた成果である。

もっぱら主要業績に限定して紹介したが、以上は今後の『百科全書』研

究者にとって、いわばフランス語初学者が手にする仏和辞典のような必携

ツールであり、これへの参照なくして、パリ版の大事典をめぐり、なにが

しかの解釈や見解を述べることはもはや許されない。

皿新しい展開

1 ）百科全書の前と後 Frank A.Kafker 編纂による 2 冊の論文集（1981 年

と 1994 年） 8 によって、これまでもっぱら Diderot、 D’Alembert 編集にな

るパリ版にだけ特権的な光が当てられてきた『百科全書』研究史に、新た

な領野が拓けてきた。この事情について、逸見龍雄氏の的確な解説に耳を
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傾けよう。「実際には十七世紀から続くより大きな知の地殻変動、知をめぐ

る文化的な転換（世界像の急激な拡大と産業革命という近代の知的空間に

結節する時代の変容）のなかで形成された新たな百科全書思想／百科全書

主義（encyclopedisme）の有機的で、ダイナミックなネットワークの網の目の中

に置かれた文化的表象である［…J 9」。

こうした動向に呼応して、『百科全書』パリ版は、フランス人たちの手

になる独自の偉業といった従来の特権的・孤立的視点から、ルネサンス以

来、知の集成とデザインを繰り返すヨーロッパ規模の大きな潮流の中に

あって、 1750 年あたりを軸として、「それ以前」と「それ以後J を結ぶ地

点に位置づけられるようになった。

1 ：英国の事典 パリ版『百科全書j の直接のモデルとして、英国の

Ephraim Chambers 『サイクロピーデイア.］ Cyclopaediα （初版 1728）がこれ

までにも増して脚光を浴びている 100 また、あまり注目されていないが、

その Chambers に先行する John Harris の『技術事典.］ Lexicon Technicum 

（初版 1704、 2 版 1710）、 Thomas Dyche の『英語新辞典J A new general 

English dictionary （初版 1735）、フランスの Thomas Corneille f技芸科学事

典.］ Le Dictionnaire des arts et des sciences （初版 1694）などが研究対象にな

るのは、もはや時間の問題であろう。

2 : 「トレヴ－辞典J M紅白 Leca-Tsiomis の博士論文 11 は、上記 Cham-

be rs もさることながら、『百科全書j とほぼ同時代をカバーするイエズ、ス

会の「トレヴー辞典」諸版と『百科全書』とを比較照合するという地味な

作業から、先人たちが予想もしえなかった、言語と哲学の新しい展望を切

り拓いて見せ、誇張でなく、 60 年代の Jacques Proust, Diderot et 

l ’Encyclopedie 以来の大傑作という評価を不動のものにしている。

3 ：「第一趣意書」の意義周知のように、フランス『百科全書J は、英

国の Chambers 『サイクロピーデイア J の仏訳企画として出発した。
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Diderot、 D’Alembert が登場する以前の、出版業者 Le Breton を主役とする

最初期の状況について貴重な情報を提供してくれるのが、 1745 年に配布

された『第一趣意書JI Prospectus である。英国事典の項目からの抄訳を含

むこの「チラシJ が与えてくれるヒントは少なくない。稀観資料であるの

で 12、そもそも閲覧している研究者がほとんどいないが、今後、この趣意

書の電子化が実現すれば、大きな展開が期待できょう 130 

2 ）汎ヨーロッパ規模の普友 商業出版物としての『百科全書』に着目し

た Robert Damton の書物 14 が指し示してくれた研究領域がある。対象とな

るのは国境を越えた彼方に広がるヨーロッパ諸国で、あり、出版業者もパリ

の Le Breton から、ヨーロッパ全土を股にかけて営業する Pankoucke のよ

うな、大規模経営の資本家が主役になる。諸外国の中心はスイスとイタリ

アであるが、そこで刊行された数種類の後続版に世界の熱い視線が集まり

始めた。スイスのイヴェルドン版については、すでに強固な研究集団が形

成されている九一方、イタリアのルッカやリヴォルノで刊行された版は、

イタリア本国でもあまり注目されておらず、今後に期待がかかる 160 まず

は、かつて Schwab、 Rex、 Lough、 Kafker らがパリ版について行ったよう

な徹底したインヴエントリ作業や執筆協力者調査を、後続版についても逐

一試みなければならないだろう。

3 ）地球規模の普及 『百科全書』を地球規模の国際的視野の中で捉え直

した Annie Becq 主催による研究集会の記録は、今後ますます重要性を増

してくると思われる 170 この集会では、世界各地の百科事典について、専

門家が集まってそれぞれ菰蓄を傾ける、いわば「持ち寄り」スタイルが特

徴であったが、それを一歩も二歩も進めて、単独研究者が、複数の文化圏

にまたがって普及していく『百科全書』を追跡するという、斬新な比較研

究の方法を確立し、かつ実践して見せたのが、 Jacques Proust である。 2005

年 9 月 19 日に急逝したこの碩学は、現在考えられるもっとも進んだ

［『百科全書』問題」を提起し、かっそれと真正面から取り組んだ 180
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N 電子テクストとその短所・長所

1990 年代の 18 世紀フランス文学・思想、に関わる出版状況の中で、私た

ちが遭遇したもっともラデイカルな事件は、『百科全書』電子版の登場で

あった。シカゴ大学の AR官UL Project がウェブ上に『百科全書』電子版

を公開し（フランスでは 2000 年以来、 ATILF 研究所のサイトとしてアク

セスできる）、それに相前後してフランスの Redon 社がまずは CD目R 版、

ついで DVD 版で、同じ『百科全書』を電子化したからである。前者

AR官UL 版はもっぱら大学、研究所、図書館など組織を対象とした有料サ

イトであり、一般の個人がアクセスできない。一方、 Redon 版は普及版を

標梼しているだけあって、日本の洋書店でも低価格で購入できてしまう強

みがある。このディスクは、使えば使うほどにその便利さを痛感すると同

時に、電子化された『百科全書J コーパスの限界や欠点も目についてきて

いることは否めない 190 

1 ）短所 電子テクストでは、非アルファベット文字（ギリシャ文字、日

本語の仮名や漢字など）は排除され、図表や数字もほとんど無視される。

活字の使い分け（『百科全書』ではスモール・キャピタルが決定的に重要

な役割を演じている）もなされていない。脚注も考慮されず、項目文以外

のテクストにも冷たい。とりわけ困るのは、本文の文字列が完全に一体化

した連続の固まりとして収録されているので、ユーザーは項目名を打ち込

んで、お目当ての文章に辿り着いても、それが『百科全書』のどの巻のど

のページにあるのかも分からず、ましてや左右 2段組のどちら側かという

ことも、原書に当たらなければ見当もつかない。本文中に挿入された画像

（有名なコシャンの扉絵や、ところどころに散見される絵文字や飾りなど）

は見あたらない。当然、本文第 1 巻巻頭を飾る「人間知識の体系詳述J も

省略される。また、 Redon 版は、戦後めざましい発展－充実ぶりを示した

Proust や Lough たちの研究成果をまったく無視して作成されたため、項

目執筆者の同定がでたらめで、信用できない、等々。
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2 ）クロスレファレンスの重要性と発見

これだけの欠陥を背負い込みながら、この DVD がそれでも研究者に

とって尽きない興味を掻き立ててくれるのが、「クロスレファレンスj の

実現である。周知のように、初期の Diderot と D’Alembert は、アルファ

ベット）｜｜買に並べられた項目聞に目に見えない連鎖の網を張るべく、「参照

項目」という方法で、諸項目の結びつきを強化した。デジタル化され、ハ

イパーテクストとなった事典本文を織りなす言葉は、編集者たちの意図や

願望を超え出てまで、そうした観念の連鎖を可能にし、ユーザーの自由な

検索を促してくれる 200 

v 新しい研究動向を踏まえた研究プロジェクト

『百科全書J の電子版が、クロスレファレンスの重要性を際だたせる役

割を果たしたことが事実なら、「分類」、「連関」、「指示J、「照応J といっ

たキーワードによって、『百科全書J 以前の前近代から、知識の整理や集

成を志す試みを一覧し、フランス『百科全書』を囲む時空の全容を描出す

る企画が立てられるべきなのは当然である。ここではそのほんの一端を略

述する。

1 ）分類総論

ある国民、一つの民族にとって、分類とは何を意味するか。分類すると

は、人間精神が現実を把捉し、それに秩序を与え、自らの知を組織立てる

ために必要な営みである。 Michel Foucault が『言葉と物』第 5 章「分類す

るj 全体を博物誌に当て、そこで 18 世紀に固有なタクシノミーへの偏愛

を浮き彫りにして見せたのも、ヨーロッパ文化に根強い、この整序や統合

への意志と執念を強調したいがために他ならなかった九西洋のタクシノ

ミー研究は、他文明圏に固有な分類システムとの徹底比較を介してなされ

る必要がある九

(34) 今
、
｝

oo 

q,h 



2 ）記憶術と Bacon、『百科全書』 23

Frances Yates はその著作『記憶術』を 17 世紀で終わらせている。最終

章「記憶術と科学的方法の成長J には、それでも私たちを 18 世紀へと誘

うような記述がある。

「十七世紀において、予想されるごとく、記憶術は、依然としてルネ

サンスの伝統に従うロパート・ブラッドのような著作家にとってばか

りか、新しい方向に向かいつつあるフランシス・ベーコン、デカルト、

ライプニッツといった思想家にとっても既知のものであり、論議の対

象ともなっていた。これは奇妙だが重要な事実である。なぜなら、こ

の十七世紀において、記憶術は今一度変貌をとげ、百科全書的知識を

記憶することで世界を反映する方法から、新たな知識を発見する目的

のもとで、その百科全書と世界そのものを調査するための一手段へと

変っていく。新しい世紀の流れの中で、記憶術が科学的方法の成長の

一要素として、生存を続けていくさまを眺めるのは、楽しいことであ

る 24」。

Yates は、どうやら 17 世紀の Bacon を介して、啓蒙時代の一大記憶装

置であるフランスの『百科全書』に思いを馳せていることは間違いない。

Bacon 哲学の中で、記憶に与えられた役割が決定的に重要であることは明

らかである。自然科学の研究に記憶が用いられること、それも人工的な記

憶の術、想起体系の秩序や配置の原理が、ある種の配列や分類システムへ

と変容することを Bacon は要求する 250 

ただし、知識を分類して系統化し、後の Chambers や Diderot たちに影

響を与えたと言われる Bacon ではあるが、問題の著作『学問の進歩』 （Of

the Advancement and Proficience of Learning、 1600 年） には、知識の分類図

など影も形もない。ラテン語版刊行から 40 年弱前、 Gilbert Wats による英

語訳が出るに及んで、初めてツリー状に図示された分類図が登場した 260 

Chambers や Diderot たちがこの英訳本の存在を知っていたかどうかは不明

う
お
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だが、この翻訳書に初めて図形として体系的に示された Bacon の分類思

想が、後世の展開にとって出発点となったことは間違いない九

周知のように、『百科全書』の編集者 Diderot は、事典編纂に関する多

くの思想、を英国の Bacon に負っている。本文第一巻刊行前に配布された

『第二趣意書』には、「人間知識の体系詳述J の解説文が付いているが、こ

れは D’Alembert が第一巻巻頭の「序論J で引用している Diderot の文章

とほぼ同文であり、記憶術の利用法について、 Diderot が英国哲学者から

どれほど影響を受けているかがあきらかになる。 Diderot にとって、記憶

術は、百科全書的知の構築に役立つような目標をはっきり定めて使うべき

手段なのである。そもそも「人間知識の体系図j 自体が Bacon のいうと

ころの自然を解読するための「事例表Jそのものであるし、また 11 巻にお

よぶ図版集は、あきらかに、記憶術における「知的な想念を、感覚的な映

像に変えてしまう」イメージ、の効果を狙って編集されていると思われる。

「前近代J の自足的・内閉的知のシステムと、『百科全書』が体現する、外

部世界に開かれ、流動する知の構図とを結ぶ、わずかな架け橋が、この記

憶術の痕跡に認められはしないか。

3 ）パリ版『百科全書J の先行類書における分類指示

『百科全書』の全項目は、見出し語の次に「分類指示J が付され、本文

第 1 巻巻頭を飾る「人間知識の体系詳述J に関係づけられていることが知

られる。 Diderot たち編集スタッフ自身が構想するクロスレファレンス・

システムは、この「分類指示」と、それから項目本文の随所に挿入される

「参照指示J とを手がかりに調べることができるはずだ。以下、『百科全書』

以前の先行類書の中で、とりわけ「分類指示j がどう扱われているかを検

討しよう。

1 ：ハリス JohnH紅由は、ロンドンで Lexicon Technicum を刊行し、数学

と物理学に関わる当時の知識を網羅式に提示した。初版は 8200 の項目を

数える。この書物には、当時の辞典の通例として、ページ付けがない。序
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文で、 H田Tis は自分の著作がたんなる言葉の辞書ではなく、事物の事典で

あることを強調している。第 2 巻は 1710 年に出たが、両巻のアルファ

ベット順索引を添付し、 24 種の主題を掲げて、その内部では各見出し語

がアルファベット順に並ぶようになっている 28。ただし、 Bacon を知るも

のにとって、 Harris による科学の分類は何ら目新しいものではない。それ

に、 Lexicon Technicum には、参照指示も分類指示もないのである。

2 ：ダイチ Thomas Dyche の『英語新辞典j A new general English dictioｭ

mη （初版 1735 年）は、一見、アルファベット順に配列されたただの英

語辞典であり、基本的には現代仕様の英英辞典と選ぶところがない。 H釦お

や Chambers と比べて小型でハンデイであるため、よく売れたようである。

Diderot が 1750 年に発行した『百科全書』の Prospectus 『趣意書』で名前

を挙げたため有名になったが、 Dyche と『百科全書』との関わりについて

これといった研究がなされた形跡はない。現在のところ、全ページを通読

した Lael Ely Bradshaw による要領のいい紹介記述があるのみである 290 

ページ付けはないが、初版で 870 p.、第 2 版（1740 年）で 911 p. を数え

る。各見出し語の後に品調がイニシアルで示される。名詞（S.）、形容詞

(A.）、動詞（V.）など。それ以外に珍しいところでは、引用の出典が、き

わめて恋意的に書名や作者名で、時たま示される程度である。 Dyche には

クロスレファレンスの発想、が一切なく、参照指示も分類指示も見あたらな

し＂＼ o

3 ：チェンバーズ 30 『サイクロピーデイアj は、知識というものを構造

化された全体と見なした。 Chambers は彼なりに「知識の系統樹」ゃ「分

類記号」を考えていたし、参照システムにこだわっていた。「序文j には

こういう文章がある。

「私たちの狙いは、さまざまな素材を単独で孤立した、あるがままの

ものとしてばかりか、相関的に、それぞれ相互の関係において考える
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ことであった。題材は多くの全体として、またより大きな全体に属す

る多くの一部として扱われる。個々と全体との関係は参照指示によっ

て示される。その結果、一連の参照によって、一般から個へ、前提か

ら結論へ、原因から結果へ、あるいはその逆さまに、すなわち、もっ

とも複雑なものからもっとも単純なものへ、あるいはその逆に行くこ

とができるようになる。著作のさまざまな部分の聞に連絡が成り立ち、

諸種の項目は、ある意味で、アルファベット順によって遠ざけられて

いた学問の自然な配列に、位置づけ直されるのであるり。

Chambers における参照への執念は、『サイクロピーデイア』の初版から

2 版への経過を追っていっても認められる。たとえば、項目《Blood» だが、

初版から 4 つの参照指示を残し、 1 2 を加え、たった 3 つを削除している

のである。

「分類指示J はどうか。一見、各項目冒頭に、それらしきものは見あた

らない。ただ、『サイクロピーデイアj には、「分類指示の前身モデルj と

でも呼びたくなるような表現がところどころあり、項目を一段階上の分類

カテゴリーに結びつける働きを示していることは事実である。そして、同

じ現象は、実はすでに H紅ris の『技術事典J にも認められることを付言し

たい。

3 ）第一趣意書（1745 年）研究

いうまでもなく、この資料はフランス『百科全書』編集最初期について

の貴重な証言である。『百科全書』が英国の『サイクロピーデイアJ 翻訳

企画として出発した以上、これまで研究者の間でまったく等閑に付されて

きた初期事情が、さまざまな角度から解明される必要がある。以下にその

若干を記す。

慶鷹義塾大学三田メディア・センターは、 1996 年に『第一趣意書J の

オリジナルを購入した。原本にサンプルとして掲載されている 4 つの項目

の見出し語は、フランス語で以下のように訳されている o «Atmosphむか
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（大気）、♂able» （物語）、 «Sang» （血液）、 «Teinture» （染料）。英語原文で

は、それぞれ《Atmosphere》、 «Fable», «Blood» 、 «Dying» である。イニシ

ヤルだけを取り出してアルファベット順に並べれば、 ABDF となり、これ

らの項目が Chambers の 2 巻本の第 1 巻のみから選ばれていることは明ら

かである。

1 ：『サイクロビーディア』仏訳の底本問題 まず、『サイクロピーデイ

ア』諸版本の調査が大前提になろう。『百科全書』の『第一趣意書』が配

布された 1745 年前までに刊行されている『サイクロピーデイア』の版本

は、現在分かっている限りで 7 種類あり、 1: 1728 [ 1727](London), 2: 

1738 (London), 3: 1738 [1739](London), 4: 1740 (Dublin), 5: 1741 (London), 6: 

1741-1743 (London), 7: 1742 (Dublin）となっている。確かなことは、 Diderot

たちが『サイクロピーデイア』仏訳の底本にしたのは、初版本ではありえ

ず、 1738 年の第 2 版以後であるということである。何故なら、初版本に

は『百科全書』趣意書に訳出されている 4 つの項目のうち、 «Dying» が含

まれていないからである。

筆者の調査では、『サイクロピーデイア』の 1741-1743 年ロンドン版と、

次の 1742 年ダプリン版とが、フランス版『百科全書J のモデルとなった

可能性が高いように思われる。両者は 21 箇所の異同以外はまったく同文

であり、また、活字の組みも若干の変更を除いて同一で、ある。どちらがフ

ランス『百科全書J のモデルとなったテクストであるかは、現在のところ、

決定できないロ。

さらに困るのは、出版業者 Le Breton の肝いりで組織された、『百科全書』

刊行組合の会計係 Briasson が付けていた詳細な出納簿に、 Chambers の補

遺購入が記されていることである。 Louis=Philippe May が刊行したテクス

トによると、記載は 1753 年になっている 330 たしかに、この年、ロンド

ンではAsupplement to mr Chambers ’s Cyclopaedia と題する補遺版が刊行され

ており、どのような使途を考えてかは不明だが、フランス人編集者がこれ

を入手したことは間違いない。後続の増補改訂版にせよ補遣にせよ、

口6マfヴ
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Chambers の事典が、 1728 年の初版以外に数多くの版本で頒布されてきた

ことは明らかであり、今後私たちは『サイクロピーデイア』という書物を、

単体としてではなく、むしろその複数性において捉えなければならないの

である。

2 : 『サイクロビーディア』イタリア語訳の存在 Chambers の事典を翻

訳したのは、 Diderot たちフランス人だけではない。実は『第一趣意書』

が刊行された 1745 年直後に、イタリア語訳が、それも数種類、日の目を

見たのである 340 Diderot たちパリ版の編集者は、この翻訳の存在を知って

いたらしい。 Diderot 自身が『第二趣意書J で書きつけた「Chambers の全

訳が我々の眼前を通り過ぎた 35j という意味不明の文言は、自分たちフラ

ンス人スタッフによる翻訳を指すともとれるし、 Charles Dedeyan のように、

イタリア語訳の可能性を考えることもあながち無理で、はなかろう 360 もっ

と重要な手がかりは、前述のメイによる出版業者 Briasson の出納簿に、

1750 年 1 月にイタリア語版を購入したという記載が認められることであ

る九 3 巻とあるが、現在の調査では、 3 巻本のイタリア語訳は存在しな

いので、部分購入ということも考えられよう。いずれにしても、イタリア

のどこの版本かはまったく不明である。また、購入は確実であるとしても、

Diderot たちがイタリア語訳に目を通して、どこまでパリ版『百科全書』

の制作に反映させたかという、一番肝心な問題は解決されたことにならな

いo Calogero Farinella が執筆した、イタリアにおける Chambers の翻訳状

況に関する浩i翰な論考では 38、ナポリとヴェネツイアで出た翻訳本と、さ

らに 1753 年にロンドンで刊行された Chambers の『補遺』とが、イタリ

アにおける政治状況や社会風潮を背景に詳細に論じられ、どうやらこの方

面では、フランスはイタリアに遅れをとっているという印象が強い。

3 ：仏訳者の同定と契約破棄の問題 『第一趣意書』に部分訳載された

『サイクロピーデイア』の序文や 4 つの項目は、一体誰が翻訳したのだろ

うか。逸見龍雄氏がパリ国立古文書館で書写した資料が、その問題の決め
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手になるだろう 390 出版業者 Le Breton が、 Chambers 出版企画を持ち込ん

だ英国人 Mills と争った裁判のために起草した覚書である。逸見氏の許可

を得た上で、本論に関わる部分をあらまし紹介する。 Le Breton によると、

Mills がどうやら Journal de Trevoux に書かせたとおぼしき賞賛文 40 とは違

い、『第一趣意書』の翻訳者はドイツ人の Sellius だった。ただ、 Sellius の

訳文があまりにも拙劣だ、ったので、 Mills がこれに手を入れ、 Le Breton の

知人のフランス人が、フランス語の文体について協力した。趣意書の評判

は上々だ、ったので、いよいよ英国辞書本体の翻訳チームが形成され、初稿

に対して 1745 年 7 月 1 日に 120 リーヴルが支払われた。その後の翻訳

作業の進捗は、複数の翻訳者が作成した訳稿を、 Le Breton がまとめて

Mills に渡し、 Mills は閲読して手を入れ、返却する。 Le Breton は原稿を

「フランス語の表現に関して、仲間にしていたある聡明な人物に読ませた

のだった。この人物がいなければ、趣意書もあれほどの評判を博すること

はなかっただろう」。ところが、 Mills が訳稿に実際目を通していたかどう

かは怪しい。彼は預かった原稿を返却しようとはしなかった。さらに

Mills が英国から取り寄せると約束していた『サイクロピーデイア』 2 巻

本もついに届かず、 Le Breton はパリで借り受けるしかなかった、云々。

本稿は Le Breton と Mills の係争それ自体を対象としないので、記述を打

ち切るが、編集初期の翻訳者をめぐる状況は、以上の覚書に尽くされてい

ると思われる。

4 ：仏訳文の検討 少なくとも、『第一趣意書』に印刷されている限りの

仏訳文は、たとえ Le Breton が述べるように、 Sellius や Mills のような外

国人に加えて、信用できるフランス人の手が入っているにせよ、あらゆる

意味で原文に忠実な、いわゆる「直訳J のスタイルが大きな特徴である o

fサイクロピーデイア』の英語文と比較してみると、単語レヴェルはおろ

か、構文に至るまで、原文の姿形は温存され、 18 世紀における自由な翻

訳スタイルとは大きな隔たりが感じられる九だが、この手がかりだけで、

『サイクロピーデイア』と『百科全書』全体との相互の関係にまで論を進

f
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めるには、いささか資料不足であろう。これも今後の無視できない研究課

題である。

5 ：最初期の意図復原 『第一趣意書J の原本は、フォリオ版でタテ 385

mm ×ヨコ 235 mm の紙 6 枚、 12 ページの冊子である。タイトル・ペー

ジには、これが英国の Chambers 『サイクロピーデイア』からの翻訳であ

ることが明記されている。銅版画付き、予約制で、版元は Le Breton 、

1745 年となっている。 3 ページから 8 ページまでがいわゆる趣意文であ

り、そこでは英国の先達の偉業とその内容が事細かに紹介される。 Cham-

be rs の事典がたんなる辞書ではなく、科学分野における成果報告書である

ことも強調されている。 4 ページから 5 ページにかけて、英国事典序文か

らの長大な引用があり、それを受けて『サイクロピーデイアj の全項目が

ある種の系統図に従って配分・配置されており、項目聞は参照システムに

よって結ばれあっていることが指摘される。その一例として、趣意書末尾

に訳出される項目 «Atmosphとre» をめぐる諸概念のネットワークが紹介され

る。

6 ページには原書にある知識の分類図の仏訳が印刷されている。分類図

は左から右へと枝葉を広げ、右の末端で計 47 の主要項目に分かれる。脚

注では、その内から 7 項目（Theologie 、 Physique、 Medecine、 Chimie、

畑仕onomie、 Architecture、 Poesie）が選ばれ、それぞれの下位区分や類縁観

念が列挙される。この部分は、初期編集者の頭の中に、 1750 年代を待つ

までもなく、すでに壮大な知の分類思想を英国の先達に学ぶという積極的

な意図があったことを証し立てている。

趣意文最後の 8 ページでは、著者は図版の問題に触れ、 Chambers では

本文中に挿入されていた図版を別巻にまとめることで、本文の項目から項

目への参照行為を強いられる読み手の便宜を図った旨述べている。同ペー

ジの下半分では、予約購読者のための条件が提示され、さらに予約を受け

付けるヨーロッパ 64 都市の書籍商がアルファベット順に紹介されてい

る。残り 4 ページは、先にも述べた試訳見本が4 項目にわたって引用さ
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れている。

この『第一趣意書』の構成だけから、初期編集者の意図や狙いを抽出す

る作業は必須であろう。たとえば、 8 ページ目の書籍商リストだけでも、

当時のパリとヨーロッパとを繋ぐ販売ネットワークを浮かび上がらせる格

好のデータになるはずである。

4) 4 項目の来歴と変遷

『第一趣意書』の後に、 1751 年以降、順次刊行される『百科全書』の本

巻がくる。趣意書で抄訳された 4 項目は、その後、パリ版を初めとする初

版でどういう扱いを受けるのか。ここでは、内容に立ち入らず、飽くまで

「分類指示」という観点から、それらの来歴を辿ってみる。「分類指示j す

なわち designant は、各項目見出し語に続いて、当該主題がいかなる上位

分類カテゴリーに属するかを示す役割を担い、第 1 巻冒頭の「人間知識の

体系詳述j に含まれる分類単位が、場合によっては階層順に並べられる。

1 ：パリ版 Diderot、 D’Alembert による『百科全書』パリ版から、各項目

冒頭の「分類指示J は、きわめて重要な役割を演じ始める。 4 項目中、 3

つまでが「分類指示J を掲げている。項目《Atmosph悦》は Physique、項目

♂able» は Mythologie 、 Apologue (Belles-Lettres）そして Belles-Lettres、項目

《Sang» は Anatomie と Physiologie に送っている。「分類指示j を持たないの

は項目《Tein加re» だけである。今後の研究では、この指示に、さらに項目

中の参照指示 Renvoi と、分かる限りの典拠資料指示とを加えて、ある種

の「聞かれたテクスト」としての事典について、可能な限りのネットワー

ク復元を試みなければならないだろう。

2 ：イヴェルドン版 4 項目中、 3 つまでがパリ版と同一である。項目

《Sang» だけが R の記号で示されるように、全面的に書き換えられ、著者

の署名略号がくH.D.G.＞であることからして、 Albrecht von Haller によるこ

とが推定できる。
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3 ：イタリア版 本文に関しては、パリ版そのままのコピーであることを

標梼する以上、 Lucca 版も Livomo 版も新味はない。イタリア版の特色は、

むしろパリ版の記事に編者がフランス語で付けた膨大な脚注であるが、問

題の 4 項目については、残念ながら何の注も見あたらない。

以上、『百科全書j 研究の来歴を踏まえた若干の展望を略述したが、こ

の広大な領野を踏破する方法は一つしかない。それは、ディドロたちがそ

うであったような、ある種、志を一つにする仲間たちによる共同研究であ

る。

注

本文は総ページ数 16142p. 、 71709 項目、図版は 2885 枚である。

2 『百科全書』研究に欠かせない典拠調査については、小関武史氏に以下

の論考がある。「『百科全書』研究にとっての典拠調査の意義」、『一橋

論叢J 第 123 巻第 4 号、 2000 年 4 月号、 pp. 704-7180 

3 この問題に関しては、逸見龍雄氏の以下の論文が詳しい。これまで日

本で書かれたもっとも優れた整理と問題提起である。「『百科全書J を

読む一本文研究の概観と展望－J、『慶慮義塾大学デジタルメディア・

コンテンツ統合研究機構（DMC機構） 2004 年度研究報告書』、 2005

年 5 月 10 日発行、 pp.7-32。

4 ジャック・プルースト（モンペリエ大学、 Jacques Proust, Diderot et 

l ’Encyclopidie, Albin Michel, 1995 [1962］）やジョン・ラフ（ダーラム大

学、 John Lough, Essays on the Encyclopidie of Diderot and d ’Alembert, 

London, Oxford University Press, 1968; John Lough, The Encyclopidie, 

Slatkine Reprints, 1989 [Longman Group Ltd, 1971］）などの古典的研究が

ある。

5 逸見氏の前掲論文、 pp. 10-130 

6 Studies on Voltaire and the Eighteenth Century, 80、 83 、 85 、 91 、 92、 93

（以上『百科全書』本文）、 223 （同図版）．

7 The Encyclopedists as individuαls : a biographical dictionary of the authors 

of the Encyclopidie (Studies on Voltaire and the Eighteenth Century, 257), 

Voltaire Foundation, Oxford, 1988; The Encyclopedists as a group: a collecｭ

tive biography of the authors of the Encyclopedie (Studies on Voltaire and the 
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Eighteenth Century, 345), Voltaire Foundation, Oxford, 1996. 

8 Notable Encyclopedias of the Seventeenth and Eighteenth Centuries.・ Nine

Predecessors of the Encyclopedie (Studies on Voltaire and the Eighteenth 

Century, 194), Voltaire Foundation, Oxford, 1981. 

ー.Notable Encyclopaedias of the late Eighteenth Century: eleven successors 

of the Encyclopedie (Studies on Voltaire and the eighteenth centuη， 315), 

Voltaire Foundation, Oxford, 1994. 

9 逸見龍雄、前掲論文、 p.25 右。

10 Diderot 以前の『百科全書』企画に携わったフランス人が、仏訳底本

としたのは、『サイクロピーデイア』初版（1728）ではなかった。こ

の問題は現在なお未決である。なお、国際 Diderot 学会誌最新号に、

『サイクロピーデイア』序文が、 Michel Malherbe の手で全文仏訳され

たのは記憶に新しいところである。 Recherches sur Diderot et sur l ’Ency­

clopedie, numero 37, octobre 2004。

11 Marie Leca-Tsiomis, Ecrire l ’Encyclopedie. Diderot.・ de l ’usage des dictionｭ

naires a la grammαire philosophique, (Studies on Voltaire and the Eighteenth 

Century, 375), Oxford, Voltaire Foundation, 1999. 

12 現在はアメリカのヴァージニア大学と慶鷹義塾大学だけが所蔵してい

る。

13 『第一趣意書j に関する現在までのまとまった論考は、以下の拙論で

ある。 Yoichi Sumi, «くAtmosphere> et <Atmosphとre>. Essai sur la 

Cyclopaedia et le premier Prospectus de l' Encyclopedieｻ, in Verite et 

litterature au XV/Ile siecle. Melanges rassembles en l ’honneur de Raymond 

Trousson, edite par Paul Aron, et al., Paris, Honore Champion, 2001, pp. 271-

284. 

14 Robert Darnton, L ’'A venture de l ’Encyclopedie, 1775・ 1800, preface d’Em­

manuel Le Roy Ladurie, traduit de l ’americain par Marie-Alyx Revellat, 

Librairie Academique Pe町in, 1982. 

15 最新の研究成果を以下に挙げる。 L ’Encyclopedie d ’Yverdon et sa 

resonance europ白nne, contextes - contenus - continuites. Recueil de 

travaux edite par Jean-Daniel Candaux, Alain Cernuschi, Clorinda Donato, 
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